
　a の値を動かすと、共有点の個数がどう変わるかがグラフから読み取れるようになっている。

　２次関数のグラフ（置き換え後のグラフ）では線の両端以外を２重にして、直線 y=a  との共有点の個数が直接

f( )x =a  の解の個数と個数と一致するようにした（２重の部分は２個と数える）。また、下の円では黒い直線との

個数が、f( )x =a  の解の個数と一致するようになっている。さらには、交点と円の中心を結ぶと、そのときの h の

値と対応するようにした。

　参考までに、置き換えを行わない場合のグラフも作成した（右図）。

最後にこれを見せ、今まで行ってきた内容を実際のグラフで確認するのもよい。

放物線 y= 2x   を C とし、放物線 x-3= 2( )-y 7   を D  とする。k は定数として直線 y=2x+k  をL とする。

L と C は異なる２点 P、Q  で交わり、L と D は異なる２点 R、S  で交わるとする。

(1)  k の値の範囲を求めよ。

(2)  線分PQ  と線分RS  の長さの和が最大となるときの k の値を求めよ。
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　GRAPES を使ってグラフの位置関係を知ることができる。x 軸方向に３、y 軸方向に７だけ平行移動した放物線を

使った問題であるが、平行移動する値によっては問題が成り立たないこともあり、計算だけでなくグラフを創造する

手助けにしたい。


